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M08b ＮＩＣＴリアルタイム宇宙環境シミュレーターの開発：太陽・太陽風モデル
○久保勇樹、島津浩哲 (情報通信研究機構)、田中高史 (九州大学)

情報通信研究機構（ＮＩＣＴ）では、数値宇宙天気予報の実現に向けてリアルタイムに太陽コロナから電離圏・
熱圏までを再現するリアルタイム宇宙環境シミュレーターの開発が進められている。現在このリアルタイム宇宙環
境シミュレーターは太陽・太陽風モデル、磁気圏モデル、電離圏・熱圏モデルの３つのモデルから成っており、本
発表ではその中の太陽・太陽風モデルについて紹介する。
太陽・太陽風モデルは、太陽コロナから地球軌道までの定常太陽風の構造の再現を目的とした三次元ＭＨＤモデ

ルである。このモデルでは、通常のＭＨＤ方程式系に適当な加熱・加速を表すモデルや熱伝導のモデルを付け加え
ることで、コロナ加熱、太陽風加速の再現を試みている。計算は太陽と共に回転する共回転座標系で行われており、
またシミュレーション格子として正十二面体を分割して作られる三角形格子を用いることで両極に特異点が発生し
ないようにしている。内部境界条件としては日々更新される太陽表面の磁場観測データのみを用いており、リアルタ
イムに太陽風のシミュレーションを行うことが可能になっている。このようにして再現された太陽風モデルのデー
タは、自動的に可視化されウェブページで公開される。この太陽・太陽風モデルを用いることで、１ヶ月程度先ま
での定常太陽風の数値予測に取り組んでいる。
現在の太陽・太陽風モデルではセクター境界や高速・低速太陽風のパターンの再現程度に留まっているが、今後

はより現実的な加熱・加速モデルの導入、計算の高精度化・高速化等により、予測精度の向上を目指す。最終的に
は太陽・太陽風、磁気圏、電離圏・熱圏の３つのモデルを結合させたリアルタイム宇宙環境シミュレーターを目指
している。


